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内容： 

 金属と誘電体界面には，電子の運動と光が結合してできた
ナノサイズの光（ナノ光）を存在させることができます．ナノ光
が持つ，界面でのエネルギ局在と光強度増強，大きな光強
度勾配の３つの特徴を生かすことで，μmを切るサイズの微
小光配線，省エネルギ光情報処理素子，極小かつ超高感度
の分子検出素子等への応用が可能です．ナノ光は誘電体の
微細構造でも発生することが知られており，その応用につい
て様々な研究機関で模索が続けられています．． 

 現在，150nm程度の幅の光配線技術や変調器，高感度セ
ンシング素子、ナノ光発生素子に関する研究が主たるテーマ
です．ナノサイズの微細加工技術，微小領域の電磁界シミュ
レーション技術，顕微鏡下での光学特性評価技術，を駆使し
て研究に取り組んでおり，図１のような幅150nm以下の導波
路中に設置面積2μm2を切るような共振器の作製や，直径
150nmよりも小さい光共振器の作製に成功しています． 

 我々の研究は，これまでの常識を破る省エネルギ型の高
密度光情報処用光・電子混成形集積回路や，光を効率よく
利用する素子，癌等の疾病を早期に見つける検診用センサ
等の実現に向けた基礎となる研究です． 

分野：総合理工 

専門：ナノマイクロ光デバイス 

E-mail: haraguchi.masanobu@tokushima-u.ac.jp 
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コンタクト不良 

図2 SPP導波路中の共振器 

(a) 共振器の電子顕微鏡像 
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(b) 共鳴特性 

SiO2 

PMMA Plasmonic waveguide 

(a) 断面の電子顕微鏡像 

(d) Si導波光励起時の光強度分布 

図１ SPP導波路断面と導波モードの光強度分布 
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(b) 断面の模式図 (c) 伝搬光強度分布 
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